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Abstrad
The Westernimpact was first experienced by ChirLain the
formoftheFirstOpiumWar．ThisoccurrenceinflueTICedJapaTl－s
forelgn POllCy，highlightingthe futilityofmaintainlngthecoun－
try，s closed statusin the face ofEorelgn PreSSure tO Open the
Tlation to trade・The Tokugawa shogunate avoided warswith
forelgnPOWerS；however，theeveIltualopenlngOftheIlationwas
severely criticized on the ground ofnegligence vIS－良一Vis coastal
defenseandresultedinthecol1apseofthegovernmentL
ThenewMeijigovernmentcameintobeingwiththeRestora－
tionofImperialRule・Thegovernment graduallyabolishedthe
lastvestlgeSOfthefeudalsystemandstartedtoparticlpateinthe
intemationalcommllnlty，COmpetmg With theimperialpowersL
Both the Sino－Japanese and RussorJapanese wars were fought
overKorea，Whosegovernmentwasdividcdbyfactions・TheKo－
reanswerenotassuccessfulatgovemmentalcentralizationasthe
Japanese；therefore，China，Japan、andRussiaintervenedinKo－
reaTlaffairs・JapaneventuallyannexedKorea，depnvlngtheK0－
reans oftheirsoverelgnty，WhlChisnowindeliblyetchedinthe
nation、smemory．
はじめに
イギリスで始まった産業革命によって生じた欧米資本主義体制の中に北
東アジアが組み込まれていく過程で、日本・中国・朝鮮の内政は大変革を
遂げた。この3国の関係は、地球規模で展開する「近代世界システム」
（イマニュエル・ウオラースタイン）の影響を受けつつ、その世界システム
自体に影響を与えた。
アヘン流入を阻止しようとしてイギリスとの間に起きたアヘン戦争に敗
れる中国を見た日本は、ペリー（MatthewCalbraithPerry）提督の砲艦外交
へは慎重に対処した。それまで鎖国強化に傾いていた日本は、ペリーの開
ふう
国要求に応じて戦争を回避したのである。鎖国中の日本政府はオランダ風
せつがき
説書や長崎に入港する中国船から海外情報を入手していた。海外情報に通
じていたゆえの開国・通商条約であったが、条約を締結させられたのは国
防不備によるものとされ、徳川幕府の権威失墜につながった。朝廷の権威
を復活させた討幕勢力は、幕府に大政を奉還させた。天皇に権威の源泉を
置くことによって、維新政府は天皇をいただく中央集権国家を築きあげて
いく。明治政府は幕藩体制の残津を徐々に消失させ、日本は近代国家とし
て国際社会に進出していった。
北東アジアでは朝鮮も、目・中同様、西洋の軍事力を背景とした外交に
直面した。フランスやアメリカの艦隊を撃退した朝鮮を軍事的圧力で開国
させたのは隣国日本であった。それは朝鮮の宗主国中国の介入を招いた。
朝鮮国内は党派的分裂による政争が絶えなかった。その結果、朝鮮は日本
に併合される。ロシアの脅威から自国を防衛するというのが日本の為政者
たちの立場であったが、国を奪われた朝鮮人民にとって日本支配は、消し
がたい民族の記憶として現在に至るまで残っている。
本稿の目的は、西洋の衝撃が劇的に表出したアヘン戦争前後から日韓併
合にいたる北東アジア情勢を、欧米諸国の内政・外交と併せて考察するこ
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レステム
とにより、西洋と東洋の歴史をひとつの体制として捉えてみることにある。
1　イギリスの産業革命と中英貿易
（り18世紀のイギリス経済
清国がアヘン戦争でイギリスに敗れたのは、まず、清国の軍備が、産業
革命を経ていたイギリスの軍備に劣っていたからであった。しかしそのイ
ギリスにも景気変動はあった。
イギリスの産業革命は1760年境に始まった。経済史家T・S・アシュト
ン（T．S．Ashton）によれば、イギリスでは1700年から1760年の間には、国
民の経済・社会に影響を与える生産技術や産業構造の大きな変化はなかっ
＝
た。産業革命前の1710年から1759年の間、茶葉購入のためにイギリスから
は銀が清国に流出した。この時期イギリスは浦国に2，600万ポンド支払っ
2I
たが、売った製品は900万ポンドだけであった。つまり、50年間に1．700万
ポンド分の銀が樽国に流出したのである。
1756年から1763年まで7年戦争を戦ったイギリスは、戦後、軍隊の維持
費徴収を目的に北米植民地に課税しようとした。それによってアメリカで
は独立の動きが加速され、本国と植民地は1775年から8年間にわたる戦争
を戦うことになった。この戦争によりイギリスでは輸出入量減少は撫刻で
あった。しかし独立直後の13邦は、統一した通商政策をとることができな
かったため、イギリスの工業製品の氾濫を招いた。その結果、イギリスの
対米貿易収支は1784年から1790年までの7年間に1，079万7，000ポンドの黒
字になった。1792年にはコンソル公債の利回りが1775年の水準に達した。
1780年代後半の平時のイギリスでは建設と公共事業が活況を呈し、1792年
3I
には景気上向きの兆しが見えてきたのである。
翌1793年、イギリスは貿易拡大を求めてジョージ・マッカートニー
（George Macartney）を中国に派遣した。そのマッカートニーに清朝の
けんりゅうてい
乾隆帝は、イギリス国王ジョ・一ジ3世（GeorgeⅢ）への信書を託した。
3
そこには中華思想があった。中国古代の「礼」を遵守できない周囲の異民
4．
族を、「夷狭」とみなし、蔑視の対象とする思想が反映していた。乾隆帝
によれば、清朝には不足しているものがないほど豊かであるから、外国と
の通商で物を融通しあう必要はないということであった。イギリスに対し
て清朝が優越しているという思想がそこにはあった。清朝にとって交易は
5）　　　　　　　　　　　　　　えいい
慈善の精神によるものなのである。清朝には貿易の観念がなく、「英夷」
に恩恵を施す、と考えられていたのである。また、マッカートニーは、脆
さんきさゆうこうとう
いて、9回も頭を床につけなければならない三脆九叩頭を屈辱的だとして
l、
拒み、イギリス流に片膝をついて、乾隆帝に謁見した。このように中英両
国には、文化的摩擦の問題もあったのである。
（2）余剰綿布とアへン
先に見たように、1710年から1759年までの中英貿易におけるイギリスの
貿易収支は1，700万ポンドの赤字を出していた。1800年からの20年間は、
7I
清国にはアヘンが年間5，000箱流入し、中英貿易はほぼ均衡を保っていた。
しかしイングランド北部で綿布が工場で機械生産されると、中英貿易の
均衡は崩れた。蒸気機関による技術革新で綿布の大量生産が可能になって
いたのである。大量生産によりイギリス市場に溢れた繊維製品は、インド
市場に出回った。植民地インドでは、綿布への支払いのためにアヘンの栽
培・販売が必要になった。そのアヘンをイギリス商人は中国にもたらした。
当時の中国では広州でしか外国との貿易ができなかった。そこで清朝がも
っと多くの港を開港するように1816年、特使としてナポレオン戦争の退役
軍人であるウイリアム・ピット・アマースト（WilliamPlttAmherst）を北
京に派遣した。イギリス皇帝を代表するアマーストに、清朝当局は三脆九
81
叩頭を要求した。しかし、アマーストの顧問の1人ジョージ・スタントン
（GeorgeStanton）は、アマーストに三浪九叩頭はしないように助言した。
朝貢使節であることを認めることになるからであった。結局、アマースト
は中国皇帝に会うことなく帰国した。1816年のイギリスは、ナポレオン統
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治のフランスを破り、国威発揚の時期にあったのである。
（3）東インド会社廃止と貿易自由化
イギリスでは19世紀に入ってから「ティー・タイム」が習慣化し、茶の
需要が急増した。金額にしておびただしい額の茶葉をイギリスは中国から
91
輸入しなければいけなかった。加藤祐三によれば、1825年の中国・イン
ド・イギリスの三角貿易は次のようになっていた。イギリスからインドへ
輸出される綿製品は82万2，000ポンドで、それが両国間の輸出総額に占め
る比率は27．0％である。中国からイギリスが輸入した茶の額は293万4．000
ポンドで、両国の輸出総額の95．2％を占めた。また中国へのインド産アヘ
ンの輸入額は119万6，000ポンドで、インド産綿花は104万2，000ポンドが中
国に入っている。インドと中国双方の輸出総額のうち、インドからのアヘ
10I
ンと綿花は、合わせて92．8％を占めた。
東インド会社が中国貿易の独占していた時期、個人貿易商として、ジ
ャーデイン・マセソン商会やデント商会などは、東インド会社の下請けの
ような形で、対中国貿易にかかわっていた。束インド会社の独占が1833年
に廃止されると、イギリス商人たちは自由にアへン貿易に携わることがで
きるようになった。その結果、東インド会社廃止から1年以内に、イギリ
スに輸入される茶葉は4倍に増加した。また1830年にインドから1万
1H
8，000箱輸入されていたアヘンは、3年後は3万箱に急増した。
タアパン
東インド会社が広州に置いていた代表を清国側では「大姓」と呼んでい
た。東インド会社が廃止されたので、それに代わって貿易の指導や監督を
するためにイギリス政府は、貿易監督官（TheChlefSuperintendentof
Trad。）という役職を設けた。貿易監督官には司法権もあった。これは清
12I
国領内で治外法権を主張した最初のものとされる。
（4）貿易監督官と中英交戦
1834年、イギリスは初代貿易監督官としてウイリアム・ジョン・ネーピ
5
ア（WilliamJohnNapler）を派遣した。アマースト同様、ネーピアもナポレ
オン戦争の退役軍人であった。トラファルガー海戦を戦った48歳のネーピ
アは、中国に派遣されるまで貿易の経験はなかった。中国皇帝との謁見さ
え求めなかったのは、イギリス外務省の指示がなかったからである。中国
皇帝やその側近との従来のような外交関係を結ぶという期待がイギリス側
になくなってきたことの表れであった。ネーピアは1834年7月15日にポル
トガルが領有するマカオに到着した。数日後ネーピアは軍艦アンドロマ
こもん　　　　　　　　せんぴ
キー号（A融hm那加）で虎門水道の口にある川鼻まで行き、そこからカッ
ターで広州に入った。広州で外国人が滞在を許されるのは茶葉を取引する
時期だけであるが、ネーピアの主張は、広州における外国人への禁令は貿
易商だけに通用されるもので、彼のような政府高官には適用されないとい
うものであった。しかし清国側からすれば不法入国であり、不法滞在であ
った。さらに手続き上の問題から、ネーピアの着任を通知する信任状を広
ろこん　　　　　　　　　　　　ほI
州の総督慮坤は受け取ろうとしなかった。
慮坤は、イギリス商館へ食糧品を供給する者は死刑に処するという布告
を出した。清回の軍隊がイギリス商館を包囲した。それに対し、外洋にい
るイギリス軍艦アンドロマキー号とイモジュン号（血竹伽）にネーピアは、
Lゆこう　　　　　　　　　　　　　　　こうほ
珠江を遡って広州から12マイル離れている黄輔まで来るように命じた。虎
門各砲台に備えられている大砲は60門あった。が、清の大砲は精度を欠い
ていた。大砲は、砲架の上に据えられていたのではなく、石造りの台座に
固定されていたからである。イギリスのカッターの船長チャールズ・エリ
オット（CharlesElliot）は、旧式の砲台から発射される砲弾は当たらない
と思い、デッキに座り、日光浴をしていたという。2隻の軍艦は虎門各砲
台からの攻撃を受けながら、強行突破した。イギリス側の戦死者1名、軽
141
傷3名。イモジュン号は、2度座礁した。
清朝側は貿易再開の条件としてネーピアの広州からの退去を求めた。こ
の時期は貿易の自由化が行われた年（1834年）であり、小資本の貿易業者
は長期間の貿易停止には耐えられないことが予測された。そこでネーピア
6
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は広州を去る決心をした。籠城中にマラリアで高熱を出していたネーピア
は担架に乗せられ、マカオに向かった。ネーピアはイギリス軍艦でマカオ
に向かう意向でいたが、清朝側はそれを認めなかった。そのため、ネーピ
アは清国船に乗せられ、清国兵士と清国船に護衛されて、5日かけてマカ
オに到着した。これは清国の高官が刑場まで連れて行かれるのと同じ輸送
の仕方であった。ネーピアはマカオに到着して数日たった10月11日に死亡
した。ネーピアのあと、貿易監督官は、ジョン・フランシス・デイヴイス
OohnFrancisDavis）、サー・ジョージ・ロビンソン（SirGeorgeRobinson）
と変わり、1836年には、チャールズ・エリオットが、貿易監督官に就任し
lSI
た。
エリオットが着任して5ケ月日に、道光帝（在位1821－1850年）は、1836
年11月にアヘン輸入とアヘンを禁ずる勅令を出した。中国の対英貿易は
1827年を境にアヘンの輸入超過になっていた。これまでの茶葉による輸出
超過が逆転していたのである。アヘン戦争直前の1837年には、中国からイ
ギリスへの輸出は314万7，000ポンドで、そのうち茶葉は239万ポンドを占
めた。同年のイギリスから中国への輸出は563万7，000ポンドで、そのうち
コの
アヘンは337万6，000ポンドを占めた。中国からの銀の流出は明らかである。
中国では銀流出とアヘン対策に2つの立場があった。
2　アヘン論争からアヘン戦争へ
しきん　　　　川
川　弛禁論と厳禁論
アヘンを正規の貿易品として関税をかければ、銀流出を阻止できるとい
さよだいさい
う主張が弛禁論である。この立場をとる許乃清によれば、アヘンの取締り
を厳しくすればするほど、不正役人の懐が賄賂で豊かになり、密輸の計画
も巧妙になるというのである。密売者は、広州の西側にある外国人が居住
する夷館に行って銀をおさめ、引換券をもらい、沖に停泊しているとん船
（storeship）と呼ばれるアヘン貯蔵船まで行ってアヘンと交換する。途中
7
の関門では、役人に賄賂を渡すことになっていたのである。
ごしようえい　　　コーホン
広州で外国との貿易を一手に任されていた伍紹栄率いる公行の特許商人
たちであった。アヘンは禁制品だから、公行では扱うことができない。し
かし、アヘンが合法化され輸入品として公に扱うことができるようになれ
ば、公行の商人たちは利益を上げることができる。そのため公行の商人た
ゆる
ちは禁を弛めることを望んだ。
このような弛禁諭に対する主張が厳禁論である。アヘン厳禁によって銀
こうしヤくじ
流出を食い止めようと考えたのである。厳禁論を代表する人物が貴爵滋で
あった。国民がアヘンを吸わなくなれば、外国からアヘンはこなくなるだ
ろうと主張した。1年の猶予期間をもって、なおアヘンを吸う者がいれば、
かせ
これを厳罰に処するとした。しかし、アヘンをやめろ苦しみは、初をはめ
られたり、杖で打たれたりするよりも苦しいため、アへンをやめようとし
ない。アヘンを断って、家で死ぬほうが、死刑を執行されて刑場で死ぬよ
りましだと黄は主張した。このようにアヘンに対し厳格な対応をすれば、
りんそくじょ
銀の流出は防げるとした厳禁論に賛同した清国の総督の中に林則徐がいた。
道光帝は、この厳禁論を採用し、1838年末に林別徐を欽差大臣に任命した。
欽差大臣とは、皇帝に直属し、臨時に皇帝から権限を与えられて、特定事
項の処理にあたった特命全権大臣である。
（2）林則徐、広州へ
湖北省と湖南省の総督として武昌（湖北省の省都）にいる林則徐を、道
光帝は北京に呼び寄せた。当時、武昌から北京まで1ケ月かかった。北京
では、道光帝が、林則徐の意見を容れて、当時最も厳しい勅令を発した。
それによると、アヘン引渡しに応じたアヘン中毒患者の更生期間として1
年半が与えられた。ア人ン取引に関わった外国人は斬首、中国人の場合は
絞殺という刑罰が科される。賄賂を受け取って、アへンの取引を見逃す役
人は、死罪である。北京から広州に向かった林則徐は2ケ月かけて広州に
18）
到着した。1839年3月10日であった。
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第1次アヘン戦争が起こる直敵1839年の春、アヘンの販売者・使用者、
腐敗した政府役人1、600人が広州で逮捕された。さらに4万2，000本のアヘ
ンパイプが没収された。3，000箱のアヘンが押収され、夏の半ばまでには
さらに1万1，000箱のアヘンが押収された。林は、約2万箱と推定されて
19I
いたアヘンをすべて外国人商人から没収する計画でいた。
1839年3月18日、林は2つの布告を12人の公行商人の前で発した。1つ
は、船に蓄えている密輸品であるアヘン引渡しと、将来の輸入停止である。
もう1つは、公行商人がアヘン貿易の共犯者だとしたことである。林は外
国人商人とは直接会わなかった。公行の12人の中国人商人を通じて外国人
商人に伝えさせたのである。公行が外国人商人の説得に成功しなければ、
12人の公行商人のうち2人を選び、処刑し、財産と土地を没収することの
許可を皇帝からもらうと、林は公行商人に告げたのである。なかなか応じ
ない外国人商人に対し、林は、1839年3月26日、外国人居住地を閉鎖し、
在外商館への食糧供給を禁じた。さらに活国兵が回りを包囲した。外国人
への圧力をかけるために、大きなドラを打ち鳴らし、居住者の眠りを妨げ
た。翌朝には商館の門もふさがれ、隣接する建物の屋根に上った清国兵に
居住者は監視されていた。さらに外国人商人たちの小船には清国兵が飛び
乗り、逃げ道はなくなった。そのような状況の中で、1839年3月27日、貿
易監督官チャールズ・エリオットが、在外商館においてアヘン没収の命令
を読み上げ、翌日、数量を2万283箱と通告してきた。エリオットに返却
されたアヘンの中には、アメリカ人がイギリス人のために代理販売してい
20I
た1，540箱も含まれていた。
（3）禁制品か財産か
すべてのアヘンが没収されたと見なした5月24日には林は、アヘン貿易
に関わった商人たちに国外退去を求めた。6月までに、15人のアメリカ人
と6人のイギリス人以外は広州から退去し、インド人は1人もいなくなっ
2り
ていた。アヘンを処理するために、林別徐は、虎門の浜に約50メートル四
9
方の2つの人工池を作った。底には石を敷いた。アヘンを処理するには塩
せいせっかい
と生石灰が必要である。1839年6月3日から25［】まで3週間かけてアヘン
処理が行われた。陳舜臣は『実録アヘン戦利でアヘン処理の模様を次の
ように説明している。
海に面したほうに水門をつくり、その反対側に溝道を掘った。まずう
しろの溝道から水を池の中に導入し、大量の塩を投入し、箱から取り出
した球形のアヘンの塊を、4つに切って、塩水の池に落とし込む。この
ようにしてアヘンを半日ほど塩水に浸しておく。それから焼石灰の塊を
次々に投入すると、次第に壇をあげて、沸騰しているように見える。人
工池の上には、板を掛け渡し、大勢の人夫がその上に乗って、長い棒で
かき混ぜ、アヘンのかけらを早く溶解させるようにした。そして引き潮
22）
の頓を見計らって、海岸側の水門を開け海中に放出した。
清国にしてみれば禁制品を処分したに過ぎないが、イギリス側からは財
産の没収である。貿易監督官エリオットは、このアヘン没収廃棄事件を本
国イギリスに報告した。が、中国からイギリスまでは最短距離で当時3ケ
月を要した。スエズ運河開通（1868年）前であり、ここだけを陸路でつな
ぎ、また船で地中海を経由するルートである。1839年9月、書簡到着前に
2回の交戦が起こった。1匝ほ＝ま9月4日であった。広州からマカオに逃
れたイギリス人たちはマカオから追放され、香港に移った。そのイギリス
人を、林則徐は、水の供給を断つことによって香港からも追放しようとし
ていた。飲料水用の井戸への毒混入をやめなければ、砲撃するとの脅しを、
エリオットは、通訳カール・ギュツラフ（KarlGutzIa汀）を通じて行った。
しかし、清国側からの反応がなかったので、軍艦ヴオラージュ号（陥／轡）
から清朝船を攻撃した。これが第1次アヘン戦争の最初の砲撃である。こ
れを清国では「九龍の戦い」と名づけた。第2回目は9月12日、スペイン
船籍のビルバイノ号（風瀞壷伽）をイギリスのアヘン貯蔵船と誤認した清国
側が、砲台から発砲された事件である。この時点でイギリスにはまだ、ア
10
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へン没収の報告は届いていない。イギリス外務省にエリオット書簡が到着
23I
したのは1839年9月末であった。
1839年10月にロンドンで閣議が開かれた。パーマーストン（HenryJohn
TemふlePalmerston）外相主導で、出兵の決議がなされた。内閣の作戦計画
の段階で、対構要求として掲げた7項目の中には、5港の開港、1つまた
は複数の島の割譲までが明らかにされた。1839年10月20日パーマーストン
外相から受け取った手紙で、翌年の夏までに16隻のイギリス船と4，000人
の軍隊を派遣し、香港湾で船上にいることを余儀なくされているイギリス
人を放出する旨、エリオットは通知された。一方、林則徐は、1839年10月
末頃に、広州からイギリス船の退去命令を出した。これによって戦いが正
当化されると判断したエリオットはヴオラージュ号に乗船し、ヒヤシンス
かんてんばい
号（坤彿融）を従えて、11月2日に、川鼻まできたところで、関天培提督
が指揮する清国艦隊と遭遇した。翌3日に「川鼻海戦」と呼ばれることに
なる戦いが始まった。この戦いで、イギリスの2隻の小型軍艦が26隻から
成る清国艦隊を破ったのである。清国の固定された艦砲では狙いを正確に
定めることができず、砲弾はイギリス軍艦のマストの上を越えていった。
清国艦隊は旗艦1隻を残して退却したのである。残って戦いを継続しよう
として旗艦に乗っていた関提督に感銘を受けたエリオットは砲撃を中止さ
せ、旗艦を無事退却させた。この3回の交戦で、ロンドン・タイムズ紙が
2い
「アヘン戦争」と命名することになる戦争が始まったのである。
（4）南京条約調印
イギリス議会では、戦費支出に関する激しい議論が行われ、結局、賛成
271票、反対262票という9票差で認められた。中国侵略のための集結地は
シンガポールであった。1840年6月1日までには、攻撃開始ができる数に
達した。アヘン商人ジャーディーン（WilllamJardlne）はパーマーストン
′くイオーー
に手紙で次のように促した。イギリス海軍が白河の河口を封鎖する。白河
は大運河につながっている。大運河は北京に通じており、首都に食糧を供
11
しゅうぎん
給している。舟山列島は中国人にとっては重要な穀物集積場であり、税
は穀物で納められていた。ジャーディーンが思い描いたのは、皇帝のいる
北京を脅かし、食糧基地と歳入を奪えば迅速な勝利を収め、有利な解決に
至ることができるということであった。果たして7月に司令官い」・ゴー
ドン・プレマ一　日．J．GordonBremer）提督は、舟山に侵攻し攻略した。
25I
1840年11月には43隻のアヘン船が舟山を荷降ろし地点として利用していた。
1842年春、イギリス軍は北京をうかがっていた。道光帝は南京総督らに、
イギリス人との交渉の全権を委ねた。首都へのイギリス軍の侵攻をとどめ
る限り、どのようなことをしてもよいという皇帝の命令であった。1842年
いりぶ
4月5［】に伊里布らが北京から交渉に向かう間にも、イギリス軍は揚子江
沿いの上海と武昌を攻略していた。74門の大砲を備えたコーンウオリス号
（COm泌dJぬ）に守られて、イギリス陸軍が南京の城壁に近づくと、戦わず
して伊里布は降伏した。南京から大運河を遡り、北京へ行くのは容易であ
る。交渉中に鎮江が攻略され、恐怖にとらわれた道光帝は、貿易監督官ヘ
ンリー・ポッテインジャー（HenryPottinger）の要求どおり、皇帝の承認
を得なくとも、伊里布の決定を最終決定にすることを認めた。引き延ばし
策に出た伊里布に対し、1842年8月13日が南京攻撃開始予定Hだとイギリ
ス側が告げると、イギリス軍が南京を攻撃しないということを条件に伊里
布は再び交渉に臨んだ。交渉の過程で南京条約と呼ばれる条約ができあが
っていった。1842年8月29日にコーンウオリス艦上で調印された南京条約
26I
は次のようなものであった。
アモイ
香港をイギリスに割譲し、舟山と展門は、賠償金の支払いがすべて済ん
でから返還する。イギリス人は、広州、度門、福州、寧波、上海に行き、
居住することができる。5港を開港し、それぞれの港にイギリス領事を住
まわせる。イギリス貿易商の権威と影響を弱めてきた公行は廃止する。
2，100万ドルという賠償金のうち、最初の支払い金600万ドルが支払われる
まで南京封鎖を続ける。2．100万ドルという賠償額は最初、没収されたア
ヘンとイギリス軍の遠征費用として要求された600万ドルが膨れ上がった
12
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ものである。雨と湿気のためにイギリス軍内では数週間のうちに死者や罷
患者が続出し、ポッテインジャーは賠償金の到着を待たずに、艦隊の大半
を南京から撤退させた。600万ドルを積み込み、仝イギリス艦隊が南京を
27I
後にしたのは、1842年10月12日のことであった。
3　アヘン戦争の衝撃
清国がアヘン戦争に敗れたという知らせは、長崎に入港した中国船やオ
ランダ船から鎖国していた日本にもたらされた。軍事的威圧を持って西洋
諸国が通商を要求する事実に、日本は、真剣に対処する必要に迫られたの
である。しかし対外政策を大転換し開国するまでの徳川幕府は、鎖国維持
を機軸にして諸外国との交渉にあたった。以下、おもに三谷博の『ペリー
来航』を基にして、アヘン戦争が江戸幕府の政策決定に与えた影響を考え
てみる。アヘン戦争が起こる前の徳川公儀は鎖国強化策をとっていたので
ある。
（1）鎖国強化策の推進
日本では18世紀後半に西洋への関心が高まり、蘭学が発達した。しかし
経済的には自給自足化が促進され、1791年（寛政3年）には、老中松平定
信が、異国船の扱いについて次のような布告を仝匡＝こ出した。漂着した外
国船は長崎に送る。これは従来の慣行であった。沿岸に現れ、捕捉に抵抗
した外国船は打ち砕くという規定は、従来の慣行を超えた厳重な方針であ
った。定信は、西洋の脅威に対し、洋式軍艦の導入など大規模な沿岸苦情
計画を持っていた。しかし協議を避けようとする独断が非難され、定信は
1793年に老中を解任された。翌1794年、定信の江戸近海防備案は廃案にな
2おl
った。
通商開始を求めて1804年（文化元年）に長崎を訪れたロシア使節のレ
ザーノフ（NikolaiPetrovichRezanov）の要求を徳川幕府は拒んだ。通商強
13
要の手段としてレザーノフは、樺太やエトロフ島の日本人植民地の破壊を
企てた。これをレザーノフの病死後、部下が1806－1807年（文化3－4年）
にわたって実行し、1808年までに通商するかどうかを答えるように要求し
た。そのため1807年末、幕府はロシア船を対象とする打払令を公布した。
1808年（文化5年）に起こったフェートン号（君短融川）事件は、ヨーロッ
パのナポレオン戦争の余波が長崎まで及んだ結果であった。当時、ナポレ
オン戦争によりフランスに併合されていたオランダは、イギリスにとって
は敵国であった。イギリス軍艦フェートン号は10月14日、オランダ国旗を
掲げて長崎に入港した。それをオランダ船と誤認し、長崎奉行所役人・通
詞とともに出向いたオランダ商館員2人が捕らえられた。さらにイギリス
人は薪水・食種の供給を強いた。幕府直轄地において国法が無視された責
任を取り、長崎奉行松平は切腹した。レザーノフ来航を機に、いったん緊
張した日露関係は、双方の捕虜交換などもあり、来航から10年後には緊張
緩和に向かっていたが、イギリスの捕鯨船が江戸近海に頻繁に姿を現して
ただあきら
いた。さらに外国人の上陸事件もあり、老中水野忠成は、すべての外国
船を日本沿岸に近づけないようにするために、1825年（文政8年）に異回
2の
船打払令を全国に公布した。
（2）鎖国体制の動揺
アヘン戦争勃発の知らせが長崎に届いたのは1840年（天保11年）7月で
ふうせつがき
ある。しかしオランダが幕府に提出していた海外情報である風説書が戦争
勃発前の1839年にすでに、アヘン没収や吸引禁止令の公布を伝えていたと
いうから、広州の林則徐によるアヘン対策は、日本にも伝わっていたと考
てムもんかた
えられる。徳川公儀は、風説書の原文を江戸に取り寄せ、天文方に翻訳さ
せ、長崎訳と対照することによって正確を期していた。鎖国といっても、
301
幕府はオランダの協力を得て、海外情報を収集していたのである。
清国の敗北が確実になったという風説書を1842年（天保13年）6月にオ
かいばうがかり
ランダ船から得ると、徳川公儀は7月に海防掛を設置した。そして異国
14
杉　渕　忠　基
船打払令を撤廃し、1806年（文化3年）の薪水給与令に戻した。打払令を
行使すれば、アヘン戦争のような報復戦争になるのを危供したからである。
1844年（天保15年）7月にオランダ王ウイレム2世（Willem n）の特使
コープス（H．H．F．Coops）が長崎に携えてきた国書は、西洋諸国との通商
開始を勧めるものであったが、徳川公儀は、これを退け、鎖国政策の堅持
を明確に示した。この頃、徳川公儀では激しい権力闘争の結果、20歳代の
3H
阿部正弘が老中首座になっていた。
ペリー来航以前の1846年（弘化3年）、アメリカ東インド艦隊司令官ジ
ェームズ・ビドウル　UamesBlddle）が軍艦2隻を率いて浦賀に到着した。
このとき幕府は、琉球で通信・通商を求めているフランス・インドシナ艦
隊司令官セシ）L，UerarIBaptistaThomasMedeeCecille）の対応策を検討中で
あった。琉球のセシルは宣教師の交代要員を上陸させただけで終わった。
清国との修好通商条約の批准書を交換して、帰国の途中に浦賀に立ち寄っ
たビドウルは、日本側が拒絶の回答をすると出帆した。ビドウル退去後、
沿岸警備の強化と異国船打払令を再公布しようとする阿部の諮問に対し、
最優先すべきは戦争回避だとして阿部の提案に反対したのは海防掛であっ
た。同じく諮問を受けた勘定方は、健全財政のために新規事業を警戒して
いた。阿部は1848年（轟永元年）と1849年（同2年）にも打払令を提案し
たが、徳川公儀内の反対や消経論のため、再公布を見送った。が、江戸近
海の海防強化は、大名を動員して実行に移されることになった。その過程
で、これまで政策決定に参加してこなかった大名が国政参加をめざすよう
になっていき、幕府との関係緊密化を図ると同時に、大名同士も連携を結
Y、
び始めた。
アヘン戦争後、日本は、このようにして鎖国を維持しながらも、西洋諸
国との戦争を回避すべく、沿岸警備にあたってきた。その日本が最初に修
好条約を結んだのはアメリカであった。日本開国に成功した頃のアメリカ
は領土拡張期であった。
15
4　アメリカの膨張とペリー来航
（1）19世紀前半のアメリカ
アメリカは国内に奴隷制という、後に国家を二分する問題を抱えながら、
それへの解決策を見出せないまま、領土自体は西に拡張を続けた。1803年
にはフランスからルイジアナ地方を購入した。それによってイギリスから
の独立が承認された。1783年のパリ条約で領土となった地域は、一挙に2
倍になった。テキサスと呼ばれていたメキシコ領にアメリカ人が1820年代
に多数入植し、メキシコとの戦いを経て、1836年にテキサス共和国として
独立した。これを1845年にアメリカが併合し、テキサスはアメリカを構成
する州の1つになった。この併合に伴いメキシコはアメリカとの国交を断
絶した。テキサス併合に絡んで国境問題が起こった。テキサスの最南端は
リオグランデ川だとアメリカは主張したが、メキシコは、150マイル北を
流れるニユエシス川だと主張した。アメリカのジェームズ・ポーク
Oamespolk）大統領の軍隊派遣によって、両国は全面戦争に突入した。ア
メリカが勝利を収めた結果、1848年にグアダルーペ・イダルゴ条約によっ
て、リオグランデ川が両国の国境になった。また、南西部の領土は1、500
万ドルでアメリカに譲渡された。メキシコから得た領土の中には、今日の
カリフォルニア、ニューメキシコ、ネヴァダの各州、および、コロラド、
33I
アリゾナ、ユタの各州の一部を含んでいる。日本に来航するペリーは、メ
キシコとの戦争ではアメリカ艦隊司令長官を務めた。
カリフォルニア獲得に先立つ1846年にアメリカはイギリスとの間でオレ
ゴン地方をめぐる国境も確定させていた。アメリカ側のオレゴン地方は、
現在のオレゴン州とワシントン州を含む地域である。この2州はカリフォ
ルニア州とともに太平洋に接している州である。このように1840年代後半
にアメリカは、両大洋に接する国家になっていたのである。
メキシコとの戦争を戦っていた1847年、アメリカ連邦議会は、3つの郵
16
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船路の開設を、政府補助で行うことを決めた。その航路は、ニューヨーク
から大西洋を渡ってリヴァプールへ行く航路、ニューヨークからカリブ海
をパナマに行く航路、そしてパナマから太平洋をサンフランシスコ経由で
オレゴンへ行く航路であった。パナマ運河の建設が計画に上っていた。蒸
気郵船への政府補助推進者の中心は、議会海軍委員会委員長トーマス・キ
ング（ThomasKing）であった。1848年にニューヨークに凱旋していたメ
キシコ戦争の英雄マシュー・カルプレース・ペリーは、同年11月に蒸気郵
船の総監督に任命された。その職務は、海軍予算からの補助で作る蒸気郵
船の軍事目的への転用の保証であった。自らが日本へ行くことを考えてい
なかったペリーが、その任にあたることになったのは、前任のオーリック
U．nAulick）が、中国で司令官を解任されたからであった。ペリーは1852
年3月に出航する予定であったが、内政の事情や蒸気船プリンストン号
（凸面融湖）が使用できなくなるという事情が重なった。そのためペリーは、
蒸気船ミシシッピ号（〟適所妙）1隻のみで、1852年11月24日、ヴァージ
ニア州のノーフォーク海軍基地から東回りで日本をめざした。大西洋を渡
ったあとの航路は、シンガポール、香港、広州、マカオ、上海などを経由
して1853年5月26日、ペリー艦隊は琉球の那覇に姿を現した。7ケ月を越
える航海であった。ペリーは上海ですスケハナ号（血岬前脚冊）と合流し
ていた。太平天国の乱で生じた混乱からアメリカ人の保護を目的に広州か
11、
ら上海にサスケハナ号が呼び寄せられていたのである。太平天国の乱の原
因の1つがアヘン戦争であった。
35I
（2）太平天国の乱
アヘン戦争による多額の戦費と賠償金の支払いは、重税となって中国農
民の生活を圧迫していた。水害などの天災が相次ぎ、全国に失業者があふ
れ、各地で暴動や反乱が起こった。アヘン戦争時、弱体化した清軍兵士に
カノトン　　　　　　さんけんり
代わって、広東省広州郊外の三元旦で1841年に武装自警団による反英闘争
カンンー
があった。アヘン戦争の影響が大きかった広東省や広西省では、1851年に
17
こうしゅう・ぜん
洪秀全を指導者として太平天国の乱に発展した。洪秀全は自らをヤーウ
ェの子とし、イエス・キリストの弟であるとした。彼は、拝上帝会という
キリスト教的な結社を作り、1844年から布教を始めていた。上帝とはヤー
ウェのことである。
太平天国の乱は1850年夏以降、各地で挙兵した民衆が、ヴェトナムと国
きんでんそん
境を接する中国南部広酉省の金田村に集結してくる過程で始まったと見ら
れている。清朝の統治が衰えていた広西省に広東省からアヘン戦争後に流
入していたのは、失業兵士や失業運搬夫であった。これらの人々は武装化
し商業中心地や農村を荒らしまわった。地元の貧民を主力とする武装集団
と入り混じり、清朝は鎮圧に手をこまぬいていた。このような中、洪秀全
は、「清朝の下での宗教改革運動に見切りをつけ、地上天斑の樹立に踏み
3の
切った」と小島晋治は『洪義金と太平天剛で述べている。金田村に集結
した太平天国軍は清国軍との本格的な戦闘に入った。広西反乱鎮圧の欽差
大臣に任命されたのが、外敵に一歩も譲らず国家の威信を守った林則徐で
あった。しかし林は1850年、赴任途中で病死してしまう。翌1851年、洪秀
全は自らを天王と称し、国号を太平天国とした。湖南・湖北・前江の各省
では、アヘン戦争後、徴税の不正に対する不満から、知識人の指導によっ
て数万の農民決起が起こっていた。救い主の出現を待望する民衆の期待を
担って、太平天国軍は、南京を首都とし「地上天国」の建設を開始する。
1853年3月29日、天王は16人が担ぐ壮麗な駕龍に座り、南京に入城した。
そして南京を天京と改めた。この天京は1864年7月に包囲され陥落し、太
平天国（1851－1864）は滅亡するが、天京改称間もない1853年5月下旬、ア
メリカ人保護を目的に上海に停泊していたサスケハナ号にペリーを乗せた
ミシシッピ号が合流したのである。
（3）ペリー来航
アメリカ使節の日本到来の1年前、1852年（嘉永5年）6月に徳川公儀
にその詳細を伝えたのは、出島の商館長ドンケル・クルティウス　Oan
l∂
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HendrlkDonkerCurtius）であった。それはオランダ政府からの公式の通告
であった。しかし公儀は海防計画をほとんど行わなかった。1852年5月に
にしのまる
焼失した江戸城の西九再建に莫大な費用を要したからであった。西丸再
1’．
建と海防強化を同時に進行させるには予算的に無理があったのである。
このように日本当局が防備に割く予算を欠いていた時期に、ペリーが来
航したのであった。琉球と小笠原諸島の父島で補給港を確保した後ペリー
は、1853年（嘉永6年）7月8日、梅雨時期の伊豆沖に到達し、午後4時
頓に浦賀沖に投錨したのである。その日の深夜にペリー艦隊の到来を知っ
た幕府が翌9日の夕方に出した指示は、10［Iに浦賀警護の4藩（彦根、川
あし
鹿、会津、忍）と奉行に届いた。公儀では10日になってアメリカの国書を
受理すべきか否かの協議をし、翌11日に公儀役人の答申が書面で出された。
この祈、変化しつつある世界情勢と沿岸防備の不備を理由に浦賀での国書
受理を主張したのは海防掛であった。12日朝には国書受理の訓令を持った
同心が浦賀に到着する。国書受渡しは14日に久里浜で行われた。久里浜に
上陸したアメリカ兵は万一に備えて発砲準備をしていたが、日本側は弾を
込めないようとの命令が出ていた。受渡し終了後、双方の緊張が解けると、
アメリカ側は日本人に乗艦を許した。西洋文明の優越性を示し、交渉を有
利にしようとする意図からであった。江戸湾を測量したのち18日、無風の
中、ペリー艦隊の2隻の蒸気船はそれぞれ帆船を曳航し、浦賀水道を抜け
て南下していった。多数の見物人が見守っていた。ペリーは「［】本国皇
帝」への書簡で次のように再来を約した。「わずか4隻の小型艦船のみを
率いてきたのですが、必要とあれば来春にはより大規模な艦隊を率いて江
3よ1
戸に戻ってくるつもりであります」。
（4）ペリー再来
書簡での予告どおりに再来したペリー艦隊は1854年（嘉永7年）2月に
江戸湾に到着した。2月13日午後2時頃、蒸気船3隻にそれぞれ帆船が曳
航されて浦賀沖に達した。この6隻が向かった小柴沖（ペリーの言う「ア
19
メリ力投錨地」）には、すでに輸送船サウサンプトン号（蝕血叫血）が到
着していた。交渉地点をめぐる交渉で、日本側は最初に鎌倉、次いで浦賀
を提案したがアメリカ側は拒んだ。小柴沖は鎌倉や浦賀より江戸に近い。
アメリカ艦隊は測量艇に蒸気艦を従わせ、江戸湾を北上するとその成果に
39I
より、交渉地は横浜になった。横浜は小柴沖より江戸に近い。
ペリーは交渉にあたり、まず漂流民の扱いを閃電にした。他国の漂着民
を拘禁するし、自国の漂流民も引き取らない、と日本を非難し、改善を要
求した。もしそれが容れられない場合は、武力に訴えることを示唆し、脅
迫した。ペリーが英雄とされる1848年のメキシコとの戦争に触れ、メキシ
コの国都が陥れられたように、H本の国都も陥れられるかもしれないとほ
のめかしたという。ペリーの条約案は、貿易と米国人居留に関わる問題に
ついてであった。締結された条約では、条約調印後に下田を即時開港し、
函館は翌年3月から開港することになった。領事駐在問題は交渉の最終局
面で通訳森山栄之助の意図的な操作により次のような混乱を生むことにな
った。18ケ月後に領事を駐在させるか否かは、一方の意志でできると了解
していたアメリカ側と、双方の意志に基づくものだとして日本側で組齢が
生じていたのである。三谷博によれば、日本全権が領事駐在問題を継続交
渉にするつもりでいたことを森山は通訳せず、また、ペリーの断固とした
意向を将来の期待として日本側に通訳したというのである。その結果、
1854年（嘉永7年）3月31日に締結された日米和親条約には2つの版がで
きあがった。条約文は、漢文版・オランダ語版を日米がそれぞれ1通持ち、
それ以外に、日本はH本譜版3通、アメリカは英語版3通を持っていた。
オランダ語版の日本語訳文と英語版では、領事駐在は一方が望めば可能で
あるが、漢文版から訳された日本語版には、領事駐在には両国の合意が必
要とされていたのである。外交交渉の一線に立ち続けた通訳森山栄之助の
力量に並ぶ者はいないと言われていた。そのため下田への領事駐在を許し
401
たという失敗は、隠されたままであった。幕蹄も森山に頼ったのである。
この森山は、次に述べるように日英協約と日露和親条約にも関わりを持
20
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った。
（5）英・露・米との条約
（り　日英協約
日米和親条約後の日本に影響を与えた国際紛争はクリミア戦争である。
ロシア対トルコの戦争に際して、英仏がトルコに味方し、ロシアに宣戦布
告をしたのは1854年（嘉永7年）3月27日であった。交戦当事国の軍艦が
ゆうよく
日本近海をしばしば遊七するようになった。イギリスは、中国方面艦隊の
司令官ジェームズ・スターリングけamesStirling）を日本に派遣した。中
臥こいた8隻のイギリス艦隊のうち4隻を率いてスターリングは、1854年
9月7日に長崎に現れた。イギリス艦隊到着前に条約交渉のために長崎に
いた、プチヤ，チン（EvElmiiVasilievichPutyatin）率いるロシア艦隊の捜
索が、スターリングの目的の1つであった。またクリミア戦争中の日本で
港湾を使用するにあたり、日本の態度を採る任務も帯びていた。クリミア
戦争に利害関係を持たない日本の回答は、英仏ならびにロシア艦船の入港
を禁止し、中立の立場を取るのが合理的である。が、日本はイギリスとも
ロシアとも開国条約を結ぶことになった。その原因を三谷は、イギリスと
の条約締結に関しては、次のように通訳・翻訳上の問題以上にそれまでの
1l、
対英関係にあるとする。
あふつうじ
長崎ではオランダ大通詞の西吉兵衛があたった。前年のプチャーチン応
接の折に、言葉のあやなどを西が正確に通訳しないため、プチャーチンは
意思疎通に困ったという。プチャーチン応接にあたって日本全権が長崎に
カ・わじとしあきら
到着すると問題が解決したのは、日本側の交渉主任川路聖謀の通訳が森
山栄之助になったからである。スターリング来航時に、森山はペリー応接
で関東にいたため、長崎で通訳にあたったのは大通詞の西であった。しか
し、フェートン号事件におけるイギリスの記憶が、日本の通訳、奉行、幕
府役人に恐怖を引き起こしていたのではないか、と三谷は推測している。
フェートン号事件では長崎奉行切腹という事態が1808年に起きていた。フ
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ェートン号の艦長ペリュー（FleetwoodBroughtonReynoldsPellew）はス
ターリング来訪時には、提督に昇格して広州にいた。10数年前に起こった
アヘン乾争でイギリスが清国を破った記憶も生々しかった時期のスターリ
ング来航を、日本側は開港・通商の強要にあると思い込んだ、と三谷は見
ている。このような事情のもとで、1854年に結ばれた日英協約によって長
崎と函館が開港されることになったが、イギリスの通商権は除外されてい
た。背後にあるのは出島商館長クルティウスの関与ではなく、クリミア戦
争中のスターリングが、通商権よりも戦争遂行上、H本の港を有利に使用
することのみを考えていたからだとするのが、三谷の見解である。最終会
談で条約不変更の条項を認めたスターリングを、香港総督・貿易監督官ジ
421
ョン・ハウリング　00hnBowring）は厳しく批判した。
②　日露和親条約
日英協約後ロシアのプチャーチンは新造船デイヤーナ号（包仰高で函
館から大阪に向かった。大阪は近世日本経済の中心地であった。京都が近
いので朝廷の反応に対する懸念があった。また外国船入港地として大阪を
想定していなかったので通詞をおいていなかった。手真似での意思疎通で
下田への回航を求められたプチャーチンは、それに応じた。日露の交渉期
間中に下田は地震に伴う大津波に襲われた。この地震は「東海・東南海・
南海」地震という巨大地震が同時に起こったものだと、現在、地震学者に
よって考えられている。ロシア軍艦デイヤーナは修理のため戸田へ回航中
に喪失した。日本側は、乗員501人の上陸を認め、のちロシア人の帰国に
43〉
尽力した。
ちゅうさつ
津波後の交渉では、通商、官吏駐節、国境に関する問題が取り上げら
れた。アメリカにも通商を許可していないという理由で、日本側はロシア
の通商要求を拒んだ。官吏駐節に関しては、日米の条約文に記されている
内容の相違が日露交渉にまで波及した。日米和親条約には官吏足部は18ケ
月後とあるから、翌年の7月か8月になる。ロシアはその後でよいと主張
ごご
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した。しかし、日本は条約文の相違を知っていながら、それを認めない方
針を貫き通し、18ケ月後の再交渉を約しただけだとプチャーチンに告げた。
えとろふ
その後の交渉では、国境問題が議論され、択捉を冒本領にし、樺太の不分
界が決まった。また開港する下田へのロシア領事駐在を日本が認めた。日
米条約のオランダ語版に準拠した結果である。このようにして1855年（安
政2年）2月7日に下田長楽寺で日露和親条約の調印が行われた。日米和
親条約の漢文版が混乱を引き起こす原因になったため、漢文版に署名する
ゴシケーヴイツナ（I。S．fGoskevich）は慎重に対校した。オランダ語版に関
えつくりけんば　　　　こうさい
しては、森山栄之助とは別に、蘭学者箕作阪甫と宇田川輿斎の和訳を用意
して、各版の内容が確認・了解されていた。そのオランダ語版には通訳を
した森山が署名した。ロシア側が日本に渡したのは、ロシア語版の正確な
訳であることを記したオランダ語版であった。問題が生じた場合にはオラ
ンダ語版に基づいて協議することになる。交換の席上、漢文版に1字脱落
が見つかり、あとで大騒ぎになったが、1856年（安政3年）12月7日には
批准書の交換が行われた。この日露和親条約によって、日露の国境は、
えとろふ
択捉島とウルップ島の間にあり、択捉全島が日本に属し、ウルソプ全島お
よび以北のクリル諸島はロシアに属することになった。また日本政府はロ
4の
シア船のために、函館・下田・長崎を開港することが定められた。
③　日米和親条約の批准書交換
1855年（安政2年）のアメリカとの批准書交換はこじれた。まず版によ
り批准書の交換期日の相違があった。英語・オランダ語版では18ケ月以内
とあったが、漢文・日本語版では18ケ月後と記載されていた。日本側の用
意ができていなかったため、批准書交換に訪れたポーハタン号（Am止血用）
のアダムズ（Adams）艦長は1ケ月近くも持たされることになった。江戸
の老中は、諸版の確認を箕作阪甫と宇田川輿斎に命じた。堀達之助も加わ
ふようごう
って校合した結果、交換期日や官吏駐在に関する相違が確認され、日本
たいくん　　　　かおう
側は交換期日に関しては誤りを認めた。大君の署名か花押を求めたアダム
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ズに対し日本は、老中連署で済ませたが、アダムズはそれを受け取り、交
4SI
換を済ませ、翌日、出帆した。
ペリーの日本来航を機に締結された日米和親条約、さらにクリミア戦争
を機に結ばれた日英協約、そしてその後の日露和親条約は、開港条約であ
り、通信・通商条約ではなかった。後に徳川公儀は、1858年（安政5年）
に通信・通商条約を欧米5ヶ国と結ぶことになる。そのきっかけになった
のがアロー号戦争（第2次アヘン戦争）であった。
5　第2次アヘン戦争
（り　アロー号事件・アザミ号虐殺事件・耽素浪人事件
第2次アヘン戟争にいたるイギリスと清国との衝突は、1856年10月8
しぬこう
日、珠江で起こった。172トンの西洋式の船体に中国様式の帆をかけたア
ロー号（Am加）は、香港でイギリス船として登録されたが、実際には中
国商人所有の船であった。アロー号は、広州から香港に向かっていた。ベ
ルファスト生まれの21歳のトーマス・ケネディ（ThomasKennedy）が名目
上の船長になっていたアロー号には14人の中国人乗組員がいた。その日の
朝8時、ケネディが別の船で他の2人の船長と朝食をとっていると、2隻
の清国軍艦がアロー号に接近してきた。軍艦には清酎役人と清国兵が乗り
込んでいた。アロー号の14人の乗組員は全員逮捕された。ケネディと他の
2人の船長は平底舟に乗り移り、アロー号に近づいていき、逮耕された乗
組員のうち2人の解放を役人に求め認められたが、残りの12人は連行され
46）
た。
ケネディはこの事件を領事代理ハリー・パークス（HarryParkes）に報
告した。流暢な中国語を話すパークスは中国人司令官に12人の引渡しを求
めたが、12人のうちの1人が、海賊の父親であり、残りの乗組員はその証
人になる必要があるという理由で、引き渡しを拒んだ。そこでパークスは、
ようめいしん
外交の欽差大臣兼広西・広東両省の総督である菓名環に書状をしたため、
24
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12人の引渡しを求めた。薬は、この両省における太平天国軍を残虐に鎮圧
していた人物である。広州では1日に太平天国軍の処刑者が200人に上る
ことがあったという。海賊である3人を除く9人を解放するという葉の回
答を、パークスは拒む。アロー号のイギリス船としての登録は9月27日に
失効していたので、厳密には、アロー号の乗組員拘束はイギリスの領土権
を侵してはいなかった。が、貿易監督官ハウリングは10月21日、パークス
に鼓後通牒を書かせた。12人の釈放がなければ武力を行使するというもの
であった。葉の曖昧な回答に対し、パークスは10月23日、マイケル・シー
モア（・MiChaelSeymour）准将に、広州の南にある砲台の破壊を命じた。砲
台からの反撃があり、ここに第2次アヘン戦争が勃発した。葉は11月28日
の布告文で、力を合わせて英夷を抹殺するよう命じた。また葉はパークス
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殺害に対し3万ドルを提供していた。
香港から広州へ向かっていた蒸気郵便船アザミ号（刀涼め）の中国人乗
組員が1856年12月29日、反乱を起こし、11人のヨーロッパ人を斬首した。
船倉に首なし死体を入れたアザミ号は火をかけられ広東湾を漂流中に発見
された。1857年1月15日に香港では、地元パン屋の作ったパンを食べて
400人の外国人が枇素中毒で猛烈な症状を呈した。パン生地に混ぜられた
批素が多すぎて、嘔吐したときに枇素自体も吐き出したため、死者は出な
かったという。貿易監督官ハウリングとその家族も被害にあった。香港の
イギリス当局は52人のパン屋従業員を逮捕した。大捜査網により500人が
逮捕され、1857年には香港の中国人住民のほぼ半数がオーストラリアやカ
4の
リフォルニアに逃げていった。
アロー号事件やアザミ号虐殺事件を広州攻略の口実にしようと考えてい
たハウリングは批素事件が起きる前、1857年1月10日、インド総督カニン
グ（Canning）卿に広州への増援軍を求めている。イギリス政府は、ハウ
リングのカニングへの要求を知る前に、1連隊と砲兵隊の広州急派をイン
ド総督に命じていた。1857年2月9日のイギリス外務省の命令は、大運河
の河口を奪取して、北京への米供給を阻止することであった。しかし、イ
25
1の
ギリス国内では中国紛争に費やす予算が問題となっていた。
（2）イギリス議会
英国上院の野党トーリー党の党首ダービー（Derby）伯は1857年2月24
H、ホイッグ党政府とパーマーストン首相の中国紛争の処理に対する不信
任動議を出した。ダービー伯の主張は、アロー号はイギリス船ではないか
ら乗組員拘束は遺憾とはいえ、イギリスの主権侵害にはあたらない、とい
うものであった。他の上院議員からは議場にいた香港総督ハウリングに対
する非難もあった。さらに2日間の討議を経て行われた投票の結果、政府
50I
の中国政策は146票対110票で信任された。
同日下院では熱烈な平和主義者として知られていたリチャード・コプデ
ン（RichardCobden）が不信任・謎責動議を出した。第1次アヘン戦争中
の1840年に30歳のウイリアム・グラッドストン（WilllamGladstone）はア
ヘン貿易に反対表明をしていた。24歳になる妹ヘレン（Helen）が、鎮痛
剤として処方されたアヘンチンキが原因でアヘン中毒にかかっていたので
ある。後に首相になるグラッドストンは、1857年の下院でコブデンの謹責
決議を支持し、アヘン貿易を議題にすべきだと主張した。急進派と保守的
なトーリー党の連携が成立した下院では、263票対247票で内閣不信任案が
可決された。選挙期間中の3月13Hにパーマーストンは、人気の高かった
スコットランド貴族のエルギン卿ジェームズ・ブルース　UamesBruce）を
中国特命全権公使に任命した。被はジャマイカ総督、北米英領総督歴任と
いう経歴の持ち主である。1857年3月28日から始まった3［】間の投票期間
内に、1832年以来の地すべり的勝利でホイッグ党は政権に返り咲いたので
5り
ある。しかし、イギリスと中国の本格的な敢闘は遅れた。中国に差し向け
られた軍隊をインドに派遣する必要が生じたからであった。
（3）英・仏・米・雷の対中国交渉から天津条約へ
植民地インドで本国イギリスの軍隊を要したのは、東インド会社軍のイ
26
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ンド兵が1857年5月10日にインド北部で起こした反乱を鎮圧するためであ
る。反乱は全守備隊に広がり、将校やその家族が殺害されていた。1857年
6月3日、イギリスから中国への途上、寄港先のシンガポールでエルギン
卿はインド総督カニング卿からの手紙を2通受け取った。中国任務を命じ
られている英兵をインドに派遣する要請であった。上司にあたるパーマー
ストン首相やクラレドン（Claredon）外相に意見を求める時間的余裕はエ
ルギン卿にはなかった。連絡には2ケ月要するからである。そこでエルギ
ン卿は、モーリシャスからシンガポールに到着していた第90連隊の1，700
52I
名の軍隊のインド派兵を、速やかに決断した。
1857年7月2日のエルギン卿の香港着任をシーモア提督は必ずしも喜ん
だわけではない。広州攻略に必要な軍隊を伴っていなかったからである。
広州攻略を意図するシーモアの背後には、85人のイギリス人商人の陳情が
あった。彼らが考えていたのは、広州がイギリス人の手に落ちれば、清国
皇帝が南京条約に従い、租借地要求に応えるということであった。中国特
命全権公使エルギン卿派遣は、実質的には、香港総督ハウリングの降格で
あった。このハウリングもエルギン卿に対し、広州での本格的な軍事行動
の必要性を説いた。しかしエルギン卿は、清朝が細分化され混乱すると交
渉が回難になるという理由で、清朝を崩壊させる大きな戦闘は避けたかっ
た。また、清朝崩壊に伴う権力空白期間に、太平天国軍の権力掌握を危惧
ち3，
していた。1851年に南京を天京と改称した洪秀全らは、1856年に蟻烈な内
541
部の権力闘争を経て、回復Lがたい打撃をこうむってはいたが、1864年の
天京陥落までは少し間があった。
フランスの特命全権公使グロ（Gros）男爵が到着したのは、エルギン卿
到着の1ケ月後であった。グロは北京進軍を望んでいた。あくまでも交渉
による事態の打開を図りたかったエルギン卿にクラレドン外相から10月14
［＝こ届いた手紙で命じていたのは広州奪取であった。ジェームズ・プキヤ
ナン　UamesBuchanan）大統領に任命されたアメリカ公使ウイリアム・
リード（WilllamReed）は1857年11月に蒸気船ミネソタ号（〟玩脚Oね）で着
27
任した。アメリカは、まもなく起こる清国対英仏連合軍の戦いでは中立を
維持する。ロシア使節プチャーチン伯爵も同じ11月に外輪船アメリカ号
（血彿扁　で香港に到着した。ロシアの提案は、もし清朝が満州をロシア
に譲渡すれば、ロシア皇帝は太平天国軍鎮圧に協力するというものであっ
たが、清朝側は拒否した。このように、アロー号事件以降に派遣されたイ
ギリス草がインドに振り向けられていた間に、英・仏・米・露の使節がそ
れぞれの思惑で中国に接近していた。カルカッタで3隻に分乗した2．000
人のイギリス兵の広州入港は1857年12月であった。3隻のイギリス船にリ
ゴー・ド・ジュヌイリー（RigaultdeGenouilly）提督指揮のフランス艦隊が
後続していた。フランスは、オーギュスト・シャープドレーヌ（Augusta
Chapdelaine）神父殺害事件の裁きや補償を求めていた。この神父殺害事件
とは、太平天国軍の反乱の中心であった広西省で布教活動をしていたフラ
ンス人のシャープドレーヌ神父が1856年2月29日、靖国の処刑執行者たち
に斬首されたうえ、四肢を切断され、内族まで掻き出された事件である。
55I
内陸部での布教を禁ずる中国法に触れたからであった。
英仏は以上のような事情で、両国の艦隊が広州に到着すると、グロとエ
ルギン卿は別々に、香港総督菓名環に最後通牒をつきつけた。2度日の最
後通牒の期限が切れた1857年12月27日に英仏連合軍による広州攻撃が始ま
った。軍事力の格差は歴然としていた。イギリス軍のライフルに応酬した
のは清国軍の弓矢であり、2人かがりで発射しなければいけない大型のジ
ンジヤル銃であった。12月29日に英仏軍が広州城壁内に侵攻し、年が明け
た1858年1月5日には8，000人の英仏軍が抵抗を受けずに広州に進軍した。
それ以降広州は1861年10月まで英仏の軍政下に入ることになる。1月5日
に逮捕された葉は、2月20E＝こカルカッタ流刑となり、軟禁された。4月
24日、英・仏・露の全権は直隷総督に共同声明を送った。開港地の増加と
1856年末の在外商館破壊の補償請求に対し、中国皇帝は直隷総督を通じて
′くイホ・一　　　　　ターークーー
拒絶した。英仏連合艦隊が予定していた天津東部、白河河口南岸の大活要
塞の攻撃日は1858年5月20日であった。この日午前10時にエルギン卿は降
2β
杉　潮　忠　基
伏を求めたが、戦争回避には至らなかった。清国軍は敗走し、大活要塞の
56I
司令官は窺静脈と頚動脈を切って自殺した。
白河河口の大祐攻略後、北京侵攻に必要なのは天津要塞の制圧である。
天津めざして白河遡上中に座礁したコーモラント号（G椚別冊融）とフユゼ
号（凡沼う　を、タグボートで座礁から何度となく助け出したのは、清朝支
配を嫌っている中国人たちであった。この2隻の蒸気船は1858年6月4日
に天津に到着したが、抵抗にはあわなかった。天津まで来れば北京は目と
鼻の先だ。ついに中国皇帝は2人の使者を天津に派遣し、英仏との交渉に
あたらせた。天津の役人たちは英仏畢本部として寺院を提供した。3週間
にわたる交渉の末、杭州、天津、南京が開港されたが、南京は天京として
太平天国の支配下にあった。この天津条約によって、広州での損失に対す
テール
る支払い、ならびに中国における軍事費の補償としてイギリスに200両
（65万ポンド）の銀の支払いが決まった。フランスも200両受け取ることに
なった。1858年5月に条約で、黒竜江以北をロシア領にし、ウスリー江以
東を清朝との共同管理にしていたロシアとは、1858年6月18日に新たに結
んだ天津条約で中国・シベリア国境を確定させた。また台湾と海南島にあ
る2港の開港がロシアに約された。ほぼ同様の条約に5日後、アメリカが
調印した。米露との条約には最恵国条項が含まれていた。6月23日にはフ
ランスとの間でほぼ同様の合意が成立した。イギリスは、公使の北京常駐、
中国内の旅行の自由にこだわったため、交渉が長引いていた。イギリスが
6月26日に強圧的に批准させた天津条約には、中国全土でのキリスト教の
布教、さらに11港の開港が含まれていた。上海では天津条約に基づく通商
細則に関する交渉で、輸入税が一律5％に定められた。品目の中には絹、
金欄、アヘンが含まれていた。事実上のアヘン貿易合法化である。このよ
571
うな天津条約が1858年7月3日、両国によって調印された。
（41天津条約締結後
強要された天津条約に対する不満は、ゲリラ活動を誘発した。1859年2
29
月、広州を園む田園地方にいたイギリス海兵隊700人が、待ち伏せしてい
たゲリラによって虐殺されたが、イギリスの報復によってゲリラ基地は破
壊された。すでに兄エルギン卿から公使職を引き継いでいたフレデリッ
ク・ブルース　くFrederickBruce）は、1859年6月18日、16隻の軍艦で白河
の河口に到着した。その後フランスの代表アントン・ド・ブーベロン
かんぼう
（AntondeBourbelon）が到着した。成皇帝は、天津条約締結から1年以内
に行うことになっていた条約締結の批准を、当初決まっていた北京でなく
上海で行いたいが、イギリスは了解しない。そこで4隻のイギリス蒸気軍
ター・クー
艦と1隻のフランス蒸気軍艦が6月25［］大法砲台を攻撃した。しかし、上
陸してぬかるみに膝までつかっている英仏軍をジンジャル銃で撃つなどし
て、豪古人将軍サンゴリンチン（Senggelinqin）は、大活砲台を守った。外
務大臣ジョン・ラッセル　00hnRussell）のブルースへの訓令で清国へ要求
したのは、大清での死傷者への謝罪、賠償金、天津条約の尊重であった。
1860年3月に出されたこの30日間の最後通牒を清国側は拒否する。4月に
2．000名のイギリス軍と500名のフランス軍が舟山に上陸するが、住民は戦
わずして降伏した。舟山の50マイル北に上海がある。5月24日に90マイル
離れている福州を攻略した太平天国軍の侵攻と太平天国軍への同調者を抑
えるために上海市長は英仏連合軍を歓迎した。イギリス軍は城壁に旋回砲
を据えた。外からの外敵に向けることもできるし、太平天国軍に同調する
551
ことがあれば城壁内の住民へも向けることができるからであった。
ペータン
英仏軍の大活砲台の攻略再開は、そこから8マイル離れた北塘付近への
上陸から始まった。北増から天津まで石を敷き詰めた幹線道路がある。
1860年8月3日にその道を前進している、英仏それぞれ1，000名の兵士に
立ちはだかったのが、サンゴリンチンの騎兵隊であった。その騎兵隊を連
タンケー
合軍のアームストロング砲が蹴散らした。大祐要塞攻撃に格好の塘活を陥
れた連合軍は、1860年8月21日、8隻の英仏軍艦が大清要塞の攻撃を開始
した。大清要塞は陥落した。23日には、連合艦隊が攻撃を受けずに天津に
59I
到着した。
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トンシJン
交渉地は北京市東部の通県であった。エルギン卿の秘書ヘンリー・ロ
ック（HenryLoch）、パークスが清朝高官の勧めるままにサンゴリンチン
との会談に応じたが、サンゴリンナンにその場で逮捕された。パークスに
同行していたロンドン・タイムズの記者トーマス・ボールピー（Thomas
Bowlby）も通県で買い物中に逮捕され、その4日後に死亡した。北京の牢
獄に入れられていた39人のヨーロッパ人のうち20人が捕らわれで1ケ月の
間に命を落とした。手足は湿った皮ひもで縛られた。そのため乾燥して縮
むと手足に食い込み、傷口にウジが涌いたと言われている。パークスの待
遇はのちに改善する。パークスに手紙を書かせて、よりよい条件にしよう
す・ヽ．′l
としたのである。しかし、連合軍は首都へ進撃する。成皇帝は熟河離宮に
きょうしんのうえききん
逃れ、弟である恭親王突所が英仏と交渉にあたった。突計は英仏軍の北
京撤退を捕虜釈放の条件とした。1860年10月6日、英仏軍は北京のそれぞ
いわえん
れ別方向から進軍して頓和国（SumInerPalace）に向かった。皇帝の夏の保
養地である酷和園には200個の主要建築物があり、庭園や人口湖が80平方
マイルに渡って広がっていた。その標和園を英仏軍が徹底的に略奪した。
10月8日には英直が捕らわれている人々の解放を命じ、ロックとパークス
は20日間捕らわれた後、北京のはずれで、打ち捨てられた。10月18日には、
蹄和園が焼き払われた。その後ほどなく、清朝は英仏に償金を払い、天津
か0
条約が批准され、北京条約も調印された。北京条約締結後、突諌らは外交
がもん
の専門棟関である総理各国事務街門を設置した。
両条約では次のようなことが決まった。各国外交使節の北京駐在、天津
開港。中国移民の海外渡航を公認。またロシアは，調停工作の代償として
11月に露清間の北京条約により沿海州を割譲させた。中国がこのように被
植民地化に向かう一方で、第2次アヘン戦争勃発後、日本政府は、次のよ
うにペリー来航時と同様、西洋諸国との武力対決を回避しようとした。
（5）第2次アへン戦争の日本への影響－日米修好通商条約
オランダ政府が通商条約締結に向けて軍艦メデューサ（〟通M）を長崎
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に派遣したのをきっかけに、徳川公儀では、1856年（安政3年8月）に鎖
国政策の見直しが始まった。対外政策の全権を与えられたのは、阿部正弘
まさよし
から1855年（安政2年）に老中首座を譲られていた堀田正睦であった。し
かし江戸の役人たちの意見は割れた。積極的開国論者の堀田を支持したの
は海防掛大小目付であった。通商が政治体制へ影響を与えるという観点か
ら海防掛勘定奉行・吟味役は、通商回避を主張していた。海防掛勘定奉
行・吟味役が交易許容論に転じるのは1857年（安政4年2月）に第2次ア
ヘン戦争勃発の報を受けてからである。そこで堀田は、日本政府を開国通
商に積極的に導く行動をとる。1857年8月6日（安政4年5月17日）には
阿部正弘が病死した。それ以後、急進派の大小日付が開国通商断行に動く。
1856年8月21日（安政3年7月21日）に下田に初代度目領事として着任し
ていたタウンゼンド・ハリス（TownsendHarris）との交渉が1857年に妥結
し、1858年7月29日（安政5年6月19日）に神奈川沖のポーハタン号上で
日米修好通商条約が調印された。それによって公使の江戸駐在、江戸・大
阪の開市と自由貿易、および下田、函館のほかに、神奈川、長崎、新潟、
兵庫の開港が決まった。調印前後に開巻となったのは、京都近傍の開港閑
市であった。堀田らは孝明天皇に勅許を奏請したが拒絶された。朝廷には
有効な抵抗手段がなかった。なお、この条約では第4条にアヘンの輸入禁
60
止が明記されていた。
1858年に日本政府は西洋諸国と外交・通商の関係に入った。アメリカに
続いて、西洋諸国が日本と通商条約を結ぶために江戸に来航した。オラン
ダのクルティウス、ロシアのプチャーチン、イギリスのエルギン、フラン
スのグロがそれぞれ、日米通商修好条約を雛形にして1858年に日本と通商
修好条約を結んだ。アメリカとの条約もあわせて、これらがいわゆる安政
621
の5ヶ国条約である。この時期、徳川公儀は大老に井伊直弼を置いていた。
1858年には井伊直弼による尊王嬢夷派の弾圧である安政の大獄が始まる。
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6　接夷・倒幕・明治維新
（1）振夷から討幕へ
開港に伴う西洋人との暴力的衝突は清国の先例、たとえばアロー号事件、
アザミ号虐殺事件、批素混入事件に見られるように、異なる文明の接触に
必然的に伴う事態と言っていいかもしれない。日本では1859年（安政5
年）開港の神奈川の近在で薩摩藩士によるイギリス人殺傷事件が、1862年
9月14日（文久2年8月21日）に起こった。これが生麦事件と呼ばれてい
むさし
るのは、東海道神奈川宿の東、武蔵国生麦村（現、横浜市鶴見区）で起こ
ったことによる。薩英戦争に発展することになる生麦事件は次のような事
件である。
きらく　　　　　　　　　　しまづひさみつ
江戸から帰洛途上、東海道の生麦で島津久光の行列に、リチャードソン
（Richardson）を含む乗馬中の4人のイギリス人が接触した。1人の馬が行
列に突っ込んだ。無札と見られた4人は斬りつけられ、リチャードソンは
63I
絶命、他の2人が重傷、1人の女性が軽いけがをしたのである。
アヘン戦争の結果結ばれた南京条約で開港されていた上海にリチャード
ソンがやって来たのは1853年である。上海で生糸の取引や不動産業を営み
ながら滞在したあと、日本に向かったのが1862年である。その年に、リチ
ャードソンは事件に遭遇したのであった。イギリスに対し幕府は公式謝罪
をし、10万ポンドの償金を支払った。一方、犯人処刑と償金を求めたイギ
リスの要求に薩摩藩が応じなかったため、イギリス艦隊は薩摩湾に侵入し、
薩摩藩と1863年8月15日（文久3年7月2日）に交戦した。薩英戦争であ
る。死傷者はイギリス側に多かった。イギリス側の戦死者は13名、負傷者
50名、日本側は、それぞれ5名と10数名である。大久保利通らが対英交渉
にあたり講和が結ばれた。以後薩摩藩とイギリスとの関係が緊密になり、
この戦争で薩摩藩はイギリス海軍の威力を認識し、嬢夷から討幕運動に転
じる機会になった。
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しこく
1864年には四国連合艦隊下関砲撃事件が起こった。これは、1863年6月
（文久3年5月）に長州藩が下関海峡を通過したアメリカ商船、フランス・
オランダ軍艦の砲撃に対する報復であった。米・英・仏・蘭の4ヶ国艦隊
が、艦船17隻、兵員5，000名で下関を砲撃した。下関砲台は3日間で破壊
された。高杉晋作によって行われた和議交渉で、外国船が下関海峡を通過
することや石炭・食糧・薪水など売渡し、また下関砲台の撤去を長州藩が
認めた。
米・英・仏・蘭の4ヶ国艦隊の下関砲撃事件は幕府の第1次長州征伐と
重なっていた。砲撃事件以前の長州藩は接夷を藩是としていた。長州藩な
どの嬢夷派が京都の旅館池田歴で謀議中、新撰組の襲撃で多くの死傷者を
くるLま
出した池田屋事件があり、木戸孝允や高杉晋作などの慎重派が、来島
またペえ
又兵衛らの進発出兵論を抑えきれなくなった。そして京都の長州藩兵が幕
はまぐりユもん
府側諸藩兵と戦いを交えた。これが蛤御門の変である。会津、桑名、薩
摩藩の幕府側藩兵に長州軍は破れ、来島は戦死した。このため幕府の第1
次長州征伐が行われたが、前述の下関砲撃事件があったため、長州藩は戦
わずして恭順の意を示し、首謀者を処刑した。しかし恭順に不満な高杉晋
作らは下級武士や豪農商から成る杏兵隊を創設し幕府に反抗したので、幕
府は1865年、第2次長州征伐に乗り出した。ところが、土佐藩の坂本竜馬
と中岡慎太郎が画策した薩摩藩と長州藩の連合という薩長盟約があったた
め、幕府軍は惨敗した。薩摩藩名義でイギリスから購入した近代兵器が長
州藩に回送されていたのである。また奇兵隊の活躍や洋式兵術にたけた大
村益次郎参謀らの働きもあった。このように下関砲撃事件以降、イギリス
艦隊と交戦した薩摩藩と同様に、長州藩も、撰夷を捨て、幕府に代わる新
政権樹立を模索する道を歩むことになる。
（2）王政復古のクーデター
いえもち
第2次長州征伐の最中に21歳で急逝した第14代将軍家茂のあとに、第15
よしのぶ
代将軍に擁立されたのが一橋慶喜である。この慶喜と薩摩・長州両津との
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軍事的対決が強まった。内乱回避のために大政奉還論が具体化されていっ
た1867年11月9日（慶応3年10月14日）、徳川慶喜は将軍職の辞職を上表す
るが、朝廷はそれを保留した。慶喜は大政を奉還したのちも政権に加わる
つもりでいた。一方、武力討幕派の薩摩・長州・芸州の3藩は、武力行使
路線を変更していた。同年12月5日（慶応3年11月10日）には、新撰組と
みまわりぐみ
ならぷ幕府の警備隊である見廻組によって、土佐藩の坂本竜馬と中岡慎太
郎が暗殺された。このため薩摩・長州両藩の武力討幕派と朝廷内の反幕府
勢力が結集し、王政復古のクーデターが画策された。1868年1月3日（慶
応3年12月9日）に前夜から続いていた朝廷での会議が終わると、署倉具
視らが天皇に謁見して、王政復古の断行を奏上した。数え年17歳であった
明治天皇が、王政復古の大号令を発した。この大号令で、徳川慶喜の大政
奉還ならびに将軍職辞退を認め、王政復古と国威を回復することが目的で
あると宣言した。摂政・関白そして幕府の廃止を明言した。同日夜には新
ぎじよう　　　　きんしょく
政権の中枢となる総裁、議定、参与の三城が、京都御所内で会議に使用
こ．ごしよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朗1
するノト御所に集まり、天皇を交えて新政府の最初の会議が開かれた。以後、
ばしん
年が明けた戊辰の年（慶応4年、明治元年）から新政府軍と旧幕府側との
間の武力対決となった戊辰戦争が1年以上にわたって各地で起こった。
（3）戊辰戦争とその後
慶応3年の年末、旧幕府勢力による薩摩藩邸の焼討ち事件があった。そ
の知らせを受けると、1868年1月26［］（慶応4年正月2日）、クーデターは
薩摩藩の陰謀だとして、旧幕府側は、薩摩藩打倒を掲げて、兵を出した。
兵力は1万5．000名で、その先鋒は伏見に進んだ。伏見を守っていたのは
長州・薩摩・土佐藩などの新政府軍であった。翌日のにらみ合いは、夕方
になって薩摩藩が鳥羽街道で、街道に据えた野砲で徳川方に砲撃を開始し
た。慶喜は、鳥羽・伏見の戦いの敗北の知らせや、淀藩と津藩の裏切りを
知ると、大阪城から逃走した。大阪城は焼け落ちた。薩長両軍の近代的な
兵器の前に、徳川軍は圧倒されていた。このようにして徳川権力の崩壊が
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明らかになってくると、新政府軍に恭順する諸藩が増えていた。
鳥羽t伏見の戦争後、薩摩・長州藩などの討幕派の下級藩士層が中心と
なっている新政府は、旧幕府や反政府側に味方した諸藩の所領を接収し、
直轄地とした。1868年5月3日（明治元年4月11日）には江戸城が明け渡
された。それに先立ち、慶喜は死一等を減じられていた。旧幕府側の勝海
舟が、大総督府参謀の西郷隆盛に慶喜の寛大な処置を願い出ていたからで
ある。慶喜は、江戸城が明け渡された5月3日（4月11日）未明、上野の
大慈院から謹慎先の水戸へ向かった。新政府への江戸城明け渡しに不満を
おおとりけいすけ
持つ旧幕府軍の一部は抗戦した。旧幕府歩兵奉行の大鳥圭介らは洋式歩兵
ひじかたとしぞう
を率いて下総へ逃れた。そこでは新撰組の土方歳三らと合流した。江戸で
は、旧幕臣や諸藩の脱走兵から成る彰義隊が上野の寛永寺に立てこもった。
彰義隊の攻撃には肥前藩のアームストロング砲が効力を発揮した。本郷か
しのばずのいけ
ら不忍池を越えて上野の山を攻撃したという。孤立していた彰義隊は新
政府の討伐断行の7月4日（5月15日）に1日で壊滅した。東北では、11
月6日（9月22日）に会津藩が、その前後に、仙台・米沢・盛岡の諸藩が
66I
新政府に降伏した。
戊辰戦争が終わると、1869－70年（明治2－3年）には新政府による地方支
配が浸透していった。1871年（明治4年）には廃藩置県が行われ、それま
での藩が一斉になくなった。封建支配体制が解体し、郡県制度に基づく中
央集権的な近代国家として歩む体制が整ったのである。廃藩置県後の政府
は殖産興業と徴兵令（明治5年）によって富国強兵策に努めた。
7　日韓併合
明治政府は国内の旧支配体制を抑えて、中央集権国家の確立に向けて、
国内の制度改革を進めた。その明治政府は、国際的には、朝鮮をめぐる日
本の権益確保や安全保障のため、朝鮮を保護巨酎こし、のち併合した。日韓
併合にいたる内外の情勢を概観してみたい。
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（1）日本による朝鮮開国と中国の牽制
朝鮮には1868年にフランス艦隊が、また1871年にはアメリカ艦隊が開国
を追ってに侵攻したが、いずれも撃退された。江華島に侵攻して朝鮮を開
国するのは日本であった。1875年9月20日、沿岸測量の名目で江華島に派
遣された軍艦票接は、草芝鎮台から砲撃を受けた。雲揚は反撃し、草芝鎮
台とその南にある栄宋島の栄宋鎮台からは600名の守備隊が敗走した。翌
1876年2月1帽、全権特派大便黒田清隆中将兼参議は総勢800名を乗せた
艦隊を率いて江華島に上陸し、翌日の11日から日朝交渉が始まった。この
交渉で結ばれる日朝修好条規に、朝鮮を「自主の邦」と表記することによ
って、中国と朝鮮の宗属関係を、日本は認めないということを示した。最
恵国待遇は李朝に譲歩し削除した。また李朝は日本公使の首都漠城常駐を
キョンギ　チュンナコン　　ナヨルウ　　キョンサノ　　バンギコン
拒否し、開港地は、特定されず、京幾、息清、仝羅、慶尚、成鏡とい
67I
う5道の中の2港を選ぶということになった。
中国が日本に警戒を抱くようになったのは、1879年に日本の「琉球処
分」によって、琉球王国が滅亡し、日本に併合されてからであった。同年、
中国の李鴻章は朝鮮政府に、欧米諸国と条約を結ぶことによって日本の独
占的な朝鮮進出を牽制するように勧告していた。中国では1881年に朝鮮と
の関係を監督する官庁である礼部の権限が、北洋大臣李鴻章に移された。
中国が朝鮮の外交・内政を管理するために宗主権強化に乗り出すのは、次
じんニ　　　　ニうしん　　　　　　朗I
の壬午事変および甲申政変のあとであった。清国の宗主棟数化策は日本の
朝鮮政策と真っ向から対立するものであった。
（2）壬午事変と甲申事変
①　壬午事変
たいいんくん
1873年以来、父大院君を追放して実権を握っていた国王高宗の意向を受
けて朝鮮の近代化を推進しようとしたのが、開化派と呼ばれる官僚たちで
あった。その中には金玉均や朴泳孝らがいた。この2人は日本をモデルと
した国内改革をしようとしていた。しかし朝鮮政府内では依然として、高
37
宗妃の開氏一族と大院君との権力抗争が進行していた。日本は、開化派の
勢力拡大を期待したが、反日の動きは、兵士の暴動に端を発する壬午事変
になった。
この事変では、日本式の軍制改革などに不満を持った旧式軍隊兵士の反
乱に、ソウルの下層市民も加わった。これにより、開化政策を行っていた
閥氏政権が倒され、大院君が政権を掌起した。ところが、事変を鎮圧した
中国軍は、大院君を捕らえて、閲氏政権を復活させた。そして清国軍隊を
駐留させ、間氏一族を通して宗主権を行使しようとした。高宗や閥氏一族
は権力の座に返り咲いたが、内外政策については、中国に依存するように
なった。このため、中国との関係をどう捉えるかで、李朝政府は穏健派と
旧開化派とに分裂した。穏健派は中国の干渉が日本抑止になると考えた。
親中的な穏健派には金広集、金弁樽、魚弁中ら、親日的な旧開化派には金
玉均、朴泳孝、徐光範らがいた。
（む　甲申政変
問氏一族と旧開化派との対立が激化していった結果、1884年12月4日、
旧開化派がクーデターに決起した。これを甲申政変という。中国の駐韓軍
隊が清仏戦争のためにほぼ半数を撤退させた機会を狙ったのである。武力
によるクーデターを支持してきた日本は、クーデター直前に、中国との衝
突回避のため、日本の出先機関のクーデター関与回避に方向転換をしたが、
69）
それが伝わる前に、クーデターが発生した。
クーデターの翌日、12月5日早朝、独立党は、新政府樹立と閣僚名を発
表したが、6日午後3時、金玉均らのクーデターの中心人物がいる王宮に
清国軍の攻撃があった。李朝側の400名の兵士たちは敗走し、150名の日本
人兵士と1，300名の清国兵士とが官門の内外で激しく戦った。クーデター
に至るまで金玉均と連絡を取り合っていた竹添進一郎公使は、戦闘は続け
ず、撤収の意を固めた。そして金玉均、朴泳孝、徐光範らと王宮を脱出し
インチJン
た。7日には、日本公使館員と金玉金らは、仁川の日本領事館に退却し
3β
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た。仁川港には千歳丸と護衛艦がいた。竹漆は、金玉均らに逃亡を勧めた
が、結局、船底に金玉均ら9名を隠し、11日に仁川を出航した千歳九は13
［＝こ長崎に到着した。1885年に伊藤博文が中国に渡り、緊張関係にあった
に日中間で天津条約を結んだ。この条約によって、将来朝鮮に出兵する際
70つ
には、互いに通知することになった。
こうコ
（3）甲午政変から日清戦争へ
甲申政変後、全面的に日本に依存する新開化派が生まれた。新開化派は
愈書藩、ヂ致臭、安朋書、金嘉鎮らであった。新開化派の台頭以上に大
きな動きは、農民運動の活発化であった。農民運動の精神的支柱は東学で
ヤンパン　さい・せいぐ
ある。慶州の没落商法の雀済愚が1860年に唱えた宗教である東学を朝鮮政
ナ1んうド
府は邪教として、掛斉愚を1864年に処刑した。1894年に全羅道での地方官
の圧制への抵抗が、金麺準を指導者とする農民運動に発展し、東学の影響
のもと、大規模な農民反乱に発展した。金の指導したこの反乱を甲午農民
戦争（東学党の乱）という。このような農民運動に直面した高宗と開氏一
族は、1894年6月に表せ凱に中国軍の派遣を要請した。李鴻章はこの要請
を受け入れ、朝鮮に北洋軍を派遣した。天津条約に基づき中国からの通知
を受けた日本も、居留民保護の名目で、毒朋酎こ出兵した。日本はこの機会
に、中国と戦争をして朝鮮問題に決着をつけようとしていた。しかし、農
民軍が和平を受け入れ、撤退を始めると、李朝政府は、両国に撤退を要請
した。清国は共同撤退を提案したが、日本はそれを拒否し、朝鮮の内部改
711
革案で、李朝への共同介入を提案するが、清国はそれを拒否した。
そのため日本は、駐韓公使大鳥圭介が甲午改革と呼ばれる朝鮮政府の改
革案を提出した。国王高宗は、甲午農民戦争の終結の際に約した改革実行
のために、新改革派をも登用し、挙国一致体制を作り上げようとした。し
かし、日本の出先機関と新開化派はクーデターを起こし、大院君を擁立し、
閲氏政権を倒した。この甲午政変の結果誕生した親日政権が日本軍に要請
したのは、中国軍を朝鮮から撤退させることであった。これを日本は中国
39
と戦争を始める名目とした。1894年（明治27年）7月25日、日本海軍が
がきん
牙山湾沖で、清国の軍艦を攻撃し、両国は交戦状態に入り、日清戦争の火
蓋が切られた。27日には、大院君の任命する金弘集内閣が成立した。日本
と結託した官僚の改革が国家の危機を招いていると見た農民軍が、日清戦
ナヨルヲド　ナユンナコンド
争中の8月に再蜂起した。「斥倭」（反日）を掲げて仝羅道や忠清適でも
峰起した。のち農民軍は、日本軍と朝鮮政府軍によって徹底的に弾圧され
る。また、甲午改革に対する内外の非難のため、大鳥公使は陸奥宗光外相
によって更迭され、伊藤博文首相の希望にかなった内務大臣井上馨が朝鮮
公使に任命された。9月の平壌・黄海の戦いで、日本の勝利が確実になる
と、欧米諸国は、日本の朝鮮・中国への進出に警戒感を持ち始めた。11月
には、日本軍による旅順攻略、翌1895年（明治28年）2月には清国北洋艦
72）
隊が降伏し、4月17日に日清講和条約（下関条約）が結ばれた。
（4）日清・日露の戦間期
日清戦争直後の日本の対韓政策は、甲午改革への反発やロシア・ドイ
ツ・フランスによる三国干渉で、講和条約で得た遼東半島を日本は中国に
返還したこともあって、日本の朝鮮における立場は弱くなった。その立場
を強くしようとして、当時の駐韓公使三浦梧楼が1895年10月の高宗妃の関
妃暗殺に深く関わった。これによって朝鮮における日本の立場の悪化は確
実になった。さらに1896年2月、高宗がロシア公使館に逃れ、穏健派と新
改革派から成る金弘集政権は崩壊した。当面、日本の朝鮮に対する影響力
は弱体化する一方で、1898年には大院君も死亡し、高宗は1897年10月に皇
帝に即位し、国号を大韓帝凱こ改めた。中国においては、日清戦争後、西
洋諸国は中国の租借地獲得競争に乗り出した。1898年にドイツが膠州湾を、
ロシアは旅順・大連を、イギリスは、ロシアに対抗して瀞海を挟んで旅
順・大連の対岸にある威海衛を、翌1899年にはフランスが広州湾を、それ
ぞれ租借した。しかも、三国干渉によって日本に遼東半島を放棄させたロ
シアは、密約によって1896年にシベリア鉄道を旅順・大連に延長する権利
4（）
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7の
を得ている。これが東清鉄道である。
（5）北浦事変（義和団事件）後のロシア駐留
1900年には清朝で排外的農民運動が起こった。背景は、西洋諸国による
租借地要求や安価な商品の流入があった。義和拳という秘密結社は、キリ
スト教の教会を焼き、キリスト教徒を殺害した。そのような運動と破産し
た農民が結びついた。清朝政府内の守旧派と称される西太后らは、義和団
を利用することにし、西洋諸国に1906年6月、西洋諸国に宣戦布告をした。
北京に侵入した義和団は公使館を攻撃した。イギリス、ロシア、ドイツ、
フランス、アメリカ、日本、イタリア、オーストリアの8ヶ国から成る連
こうLよ
合国軍は、大活砲台と天津で義和団と官軍を破った。西太后と光緒帝は西
安に逃れた。実権を握った裏世凱らの洋務派は、連合軍に協力して、義和
団の残党を虐殺した。この義和団事件は北浦事変とも呼ばれているように、
中国北部で起こった。事変鎮圧後も、ロシアは満州にとどまり続け、満州
を支配しようとした。山室信一によれば、それは、アジアにおける制海権
を獲得するために不凍港が必要であること、東浦鉄道を北京まで延長する
ことによって中国内でイギリスの通商活動に対抗可能になること、獲得し
た木材などを鉄道建設材料に利用できることなどがあった。しかし、日本
は、大韓帝国に対する日本の一国支配を実現するために満州が必要である
という合意があった。そのため日本は、1902年に結んだ日英同盟によって、
イギリスは清国に、日本は満州を含む清国と大韓帝国に対し、特殊権益を
持つことを相互に承認した。しかしロシアは対日防衛線の確保をめざして
韓国国境に進出してくる。結局のところ、日本は1904年2月6日にロシア
イノチョン
に国交断絶を通告し、2月8日、陸軍の先遣部隊が仁川から韓国に上陸
し、旅順港外の夜襲作戦を決行した。宣戦布告は9日にロシアが、10日に
74）
は日本が行った。日露戦争である。
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（6）大韓帝国の保護国化と抵抗運動
大韓帝国は申立宣言をしていたが日本は仁川に上陸・制圧し、2月23日
に日韓議定書を締結させ、日本軍に協力させることにした。1905年（明治
38年）1月、日本は旅順を占領、また5月には日本海海戦で勝利し、講和
の斡旋を日本は、アメリカのセオドア・ローズヴェルト（Th。。d。r。
Roosevelt）大統執こ依頼し、8月にニューハンプシャー州ポーツマスで講
和会議が開催され、9月に日露が調印した。翌月日本政府は、韓国に保護
権を確立することを閣議決定した。これを実施したのが1905年11月に調印
された第2次日韓協約である。これによってH本政府は韓国から外交権を
奪い、統監府を置くことになった。1906年（明治39年）2月1日に開設さ
れた朝鮮統監府に、初代統監として伊藤博文が3月2日にソウルに赴任し
た。第2次日韓協約に対する反対連動が全国に拡大する中、伊藤がソウル
に着任したのである。統監政治への対抗は根強かった。3月、忠構南道洪
州での挙兵を最初に、義兵の挙兵が続いた。また4月に設立された愛国啓
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蒙団体である大韓白地会は、武力ではなく、言論・出版活動で抵抗した。
のちに大韓日強会は解散させられ、言論統制が行われる。
1907年6月に第2回万国平和会議がオランダのハーグで開催された。ロ
シア皇帝ニコライ2世（NikolaiII）の提唱による。高宗はその機会を利用
して、日韓保護条約の不当性を訴えようとしていた。秘密裏に使者3名を
送り、会議における正式発言を求め、各国に保護国化の無効を承認しても
らう意図があった。しかし、これは実現しなかった。この事件を機に伊藤
統監は高宗を廃位させ、7月20日に、皇太子李柘が純宗として皇帝に即位
した。24日には第3次日韓協約が結ばれ、その中で、朝鮮軍隊の解散が定
められた。これによって義兵運動は1907年8月から再び活発化した。組織
力と機動力を持った解散兵が義兵に転じたのであった。1908年が、義兵の
戦闘回数、参加義兵数でも最も多い年だという。最も強力な義兵活動地域
は朝鮮南部とくに全羅道であった。日本は義兵弾圧のために強攻策をとる。
1909年「南韓大掃討作戦計画」が実行に移され、全羅道での義兵活動は壊
42
杉　渕　忠　基
7の
減的な打撃を受けた。以後、朝鮮全土で義兵の活動は急激に衰えていく。
（7）間島問題から日韓併合へ
朝鮮と満州との国境地帯を漠然とさして間島という。現在は中国吉林省
の朝鮮族自治州である。当時は、韓中両国間の係争地であった。間島では
李朝末期から朝鮮人が開拓をしたり、小作人として中国人地主のもとで働
いたりする者が多かった。朝鮮政府が日本政府に対し間島に住む朝鮮人の
保護を要謁した。朝鮮政府にその要請をさせたのは日本政府である。日本
の間島進出は、対露防衛網を形作ることであった。間島は日本にとって戦
略的にもまた資源的にも掌握しておきたい地域であった。そのための、間
島在住朝鮮人保護であった。日本にとって、朝鮮問題と満州間竜は連関し
ていた。日本の間島進出に関して、ロシアとの間に何らかの了解を得よう
と、間島進出を推進した伊藤博文がロシアとの交渉に臨むために中国のハ
ルビンで列車を降りたところを、朝鮮人義兵安墓根に暗殺された。韓国の
771
国定教科書は伊藤博文を「韓国侵略の元凶」としている。
日本が韓国を併合できずにいたのは、おもにロシアの反対があったから
だが、1909年、ロシアが朝鮮の併合を承認した。そして1910年8月22日に
日韓の間に併合条約が締結された。
翌1911年には、中国では辛亥革命が起こり、1839年にアヘン戦争を経験
した清朝は1912年に滅び、西洋からの衝撃を受けた北東アジアは歴史のあ
らたな局面を迎えることになる。
おわりに
清朝から銀を流出させるほどのアヘンが流入するきっかけになったのは、
産業革命で大量生産された綿布のインド市場流入であった。インド市場へ
大量に流入した綿布への支払いのために、インドではアヘンが栽培・販売
された。そのアヘンをイギリス商人が中国へ輸出した。イギリスがアヘン
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輸出によって中国との貿易収支を逆転させたのは19世紀の前半である。そ
れまでは茶菓の購入により中国との貿易は輸入超過に陥っていたのである。
中華思想に浸っていた清国は、西洋諸国の動きに無関心でいたが、国庫
からの銀流出と増加するアヘン中毒患者の対策をようやく講ずることにな
った。道光帝がその最高責任者として任命した林別徐の強硬策は、アヘン
戦争を引き起こし、その結果、南京条約を締結させられるが、イギリスに
対して林は断固とした態度を取り、国家の威厳を守った。皇帝による林則
徐の解任をもってしかイギリスとの和平の道はなかった。
活国のアヘン戦争敗北は、北東アジアにおける極めて大きな画期をなし
た。日本では鎖国強化体制が動揺した。外国船に対し強硬な態度で臨めば、
報復戦争で清国の轍を踏む可能性があった。徳川公儀は開国を迫る西洋諸
国との戦争回避を念頭におきながらも、鎖回維持を貫くという方針をとっ
た。その方針に従って日本が1854年にアメリカ、次いでイギリス、ロシア
と結んだのは開国条約であったが、通商条約ではなかった。しかし、ア
ロー号事件に端を発した第2次アヘン戦争勃発によって、江戸幕府は開
国・通商の容認に方向を転換した。1858年に江戸幕府がアメリカ、オラン
ダ、ロシア、イギリス、フランスと締結した安政の五ヶ国条約は開市・開
港などを規定する通商条約であった。
日本の通商条約締結は、戦争回避を国是に対外政策を決定し、国内に惹
起する被害や混乱を避けうる方法であった。外国と砲火を交えたのは、日
本では政府ではなく、地方の藩であった。薩摩藩や長州藩は西洋諸国と戦
争することで知った相手方の軍事的優位を認識し、それを現政権の打倒に
利用した。徳川幕府が、戦えば負けるとして回避してきた西洋の兵器を幕
府に向けたのは、薩摩・長州の藩兵であった。現政権への不満は、清国で
は、太平天国の乱や満州人統治を味う、英仏軍に協力的な民衆に現れてい
るが、日本でのように、討幕勢力のような組織的な政権打倒勢力として結
集するには、辛亥革命まで待たなければならなかった。それは1つには国
土の広大さ、あるいはまた中国を侵略した西洋諸国が清朝のもとで必要な
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権益が保護される限り、清朝崩壊を望まなかったためかもしれない。
封建制を脱して近代化を成し遂げつつ日本は、自ら、その脅威から身を
守った帝国主義国家の一月になっていった。その過程に酎青・日露の戦い
があった。いずれの戦争も朝鮮をめぐる争いであった。朝鮮の支配をめぐ
って清国と戦い、またロシアの南下政策阻止を目的に日露戦争が戦われた。
その後の中国情勢で満州をめぐりロシアと対立した日本は、外交戦略によ
って、諸外国とは戦火を交えることなく、大韓帝国を併合した。主権を奪
われることに対する朝鮮人民の日本統治に対する抵抗は、民族独立戦争と
位置づけられよう。
北東アジアでは、1839年に勃発したアヘン戦争を契機に、それまで大国
として君臨していた清国が、次第に西洋諸匡＝二よる租借地割譲により分割
されていった。その一方で、清国が受けた西洋の衝撃に日を凝らしていた
東端の国日本は、「アジアの盟主」となり、西洋諸国が清国に与えたよう
な西洋の衝撃を今度は、いわば「日本の衝撃」として近隣国の国民の記憶
に刻むことになるのである。
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